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入院患者や外来患者等の実績が堅調であるが、高額医療機器の運用について地域の医療機関等の連携強
化や職員給与利率の改善により収益の増加を図る必要がある。
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　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

120

78,010

266 261（人）

76,557

90.5

延外来患者数

49,742

種　別 指標の名称

（％）

　決算額　　(単位：千円)

3

101,372

3

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

275

93.6

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 58,694

今後の方向性

64,043

72,275

5,496

58,243

8,604

92,765

１日あたり外来患者数

92.0

262

91.6

8,232

58,008

0

病床利用率

8,501　人にかかるコスト（人件費など）

目的達成度

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

多くの患者が来院しており、引き続きスタッフの確保やサービス・医療の質の向上に努めるとと
もに、地域の医療機関等と連携しながら、高齢者の慢性期医療の拠点病院として、在宅生活
支援に取り組んでいく。
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評価 評価の理由

区の75歳以上の人口は今後増える見込みである。高齢者の慢性期医療や在宅生活支援に対するニーズは
高いため、高齢者に対する充実した医療を提供する必要がある。

維持
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入院患者や外来患者等の実績が堅調であるが、引き続き、地域の医療機関等の連携や運営改善に取り組
み、地域完結型医療の充実を図る必要がある。

4 病院運営に指定管理者制度を導入し、民間事業者が培ってきたノウハウを活用しており、総収益に対する指
定管理料の割合は年々減少している。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

医療機器（ＣＴ・ＭＲＩ）をより一層効率的に活用できるように、撮影時間を延長し、他の医療機関向けにホームページか
ら検査依頼書のダウンロードを可能にすることで、検査件数が増加した。

8,047

73,820

成果指標

事業区分

施設運営

平成２９年度　事務事業評価シート

東京都台東区立病院条例根拠法令等

事業対象

事務事業名 台東病院運営

　

健康課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）
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業
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補助金の有無

長期総合
計画体系

 [基本目標]

直接対象：公益社団法人地域医療振興協会　　最終対象：区民

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

全部委託（指定管理）

１．医療の提供に関すること
２．病院の施設及び設備の維持管理に関すること
３．利用料金の徴収、減免及び還付に関すること
４．その他区長が病院の管理上必要と認めた業務

120

台東病院管理運営

（３１年度）
２６年度

12,832

（人） 80,761 76,713

２７年度 ２８年度(単位)

14,267

58,243 88,539

4

効率性

所
管

健康部

年度

委託内容
なし

（床）病床数 120

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
120

区民の健康保持に必要な医療を提供するため、東京都台東区立台東病院を設置する。病院の運営は指定管理者が行い、
高齢者が住み慣れた地域で適切な医療を受けることができるよう、慢性期医療の拠点病院として、地域完結型の医療の充
実を図る。

52,512

14,720

[事業開始]

条例・規則


